
中期財政見通し
　中期財政見通しは令和２年度当初予算を基礎として、一定の条件の下で当面５年間
の試算を行ったものです。今後も福祉・医療関係経費の増加が続くことなどから、市の
貯金である財源調整用基金残高の減少を見込んでいます。そのため、行財政改革に取り
組むとともに、毎年度の予算編成の中で財源の確保や歳出の見直しを行います。

10億2300万円

■オフィスリノベーション補助金

■北九州空港将来ビジョン
　推進強化関連予算

7200万円

5000万円
　 IT企業などの誘致促進を図るため、企業に選ばれるオ
フィス環境の整備を目的とした大規模な改修を行う市内ビ
ルの所有者に対し、改修費用などを補助します。

　「ネットワーク充実強化期間」と位置
づけた今後3か年、福岡県との連携によ
る旅客・貨物双方の利用促進への積極
的な取り組みを一層強化し、3 , 000m
級滑走路の早期実現に向けた対策や、空港アクセス拡充な
どの空港の機能強化に向けた取り組みを実施します。

■２０２０ホラシスアジア
   ミーティング開催事業
　海外の企業経営者や投資家などが参加する「2020ホラシス
アジアミーティング」を開催し、本市の環境国際ビジネスの総括
とアジア諸都市の多様なニーズに対応した都市づくりを強力
に発信することで、市内企業の新たな事業機会を創出します。

※人口は95万356人（令和元年12月31日現在の住民基本台帳人口）で計算

一般会計予算を
市民1人当たりに換算すると、
　60万円　となり約
このように使われます。
　60万円　となり約
このように使われます。

■保健福祉費

■諸支出金

■教育費

■子ども家庭費

17万円

8万1千円

7万4千円

7万4千円

市民1人当たりの予算（一般会計）の内訳
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人や投資の流れを加速させる
経済成長戦略の実行

■中期財政見通しにおける財源調整用基金残高と福祉・医療関係経費の推移 ［単位：億円］
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重点的に取り組むべき

住みたいまちの実現
　～「元気発進！北九州」プランの総仕上げ～

2億6400万円

■SDGs未来人材創造事業

■不登校等に関する総合的な
　事業の推進

33億1200万円

900万円
　SDGsの浸透を図るため、高校生の活動発表会の開催や、市民
センターの活動支援など、SDGsを推進する「人財」の育成を行
い、SDGsを実感できるシンボル的な取り組みを創出します。

　専門的な人材を活用し、不登校の未然防
止・早期解決を図るとともに、臨床心理士な
どによる定期的な家庭訪問を実施し、一人
一人に寄り添った伴走型支援を強化します。

■学校のICT環境整備
　国の「GIGAスクール構想の実現」に基づき学校ICT環境整
備を推進するため、全市立小学校１２９校にタブレット端末を
整備するとともに、令和元年度２月補正予算で、高速大容量回
線やネットワーク機器などを整備します。

誰もが安心して
住み続けられるまちづくり

1億3600万円

■高齢者の生活交通を確保する
　「おでかけ交通支援事業」

■空き家対策関連予算

200万円

1億400万円
　公共交通空白地域における高齢者などの生活交通を確保
するため、交通事業者への運行支援の拡充などを実施すると
ともに、高齢者や車いす使用者など、誰もが利用しやすいユ
ニバーサルデザインタクシーの導入補助制度を創設します。

　空き家対策に総合的に取り組むため、老朽化した危険な
空き家は除却を促進し、良質な空き家は放置予防や適正な
管理、流通を促進します。また、空き家がまとまったエリアで
は、面的に再整備を図ります。

■高齢者運転免許証自主返納支援事業
　運転に不安がある高齢者の運転免許証の自主返納を支援
するため、運転経歴証明書を持つ市内在住の高齢者に対し、
文化施設やスポーツ施設などの市営施設の一部を、１年間無
料（上限６回）で利用できる特典カードを交付します。

文化・スポーツの振興などによる
まちのにぎわいの創出

4億5500万円

■東アジア文化都市２０２０
　北九州推進関連事業

■宿泊税を活用した
　観光振興関連予算

6億5500万円
　東アジア域内の相互理解・連帯感の形成を促進し、文化芸
術の力による都市の発展を目指して、１年を通じて多彩な文
化芸術事業などを行う「東アジア文化都市２０２０北九州」を開
催します。

　宿泊税を活用した観光資源の魅力向上と情報発信、旅
行者の受入れ環境の充実などの取り組みにより、本市を
訪れる観光客増加を図り、市民がその効果を実感できる
ような取り組みを推進します。

福祉・健康・医療の充実

市債の返済など

学校教育

子育て支援

■産業経済費

5万8千円
産業学術・観光振興

■土木費

4万3千円
道路・河川・公園
などの整備

■環境費

1万8千円
ごみ処理、
低炭素社会づくり

■その他
消防・救急活動、住宅の整備、
岸壁の整備など
3万5千円

■総務費
行政運営、市民活動
支援、文化振興
4万7千円

福祉・医療関係経
費（扶助費＋福祉・
医療関係特別会計
への繰出金）
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令和2年度予算について詳しくは 財政局財政課 ☎ 582・2002この特集に関する
お問い合わせ令和2年度 北九州市当初予算

＝対象 ＝定員、定数 ＝料金、費用 ＝市の担当課＝申し込み ＝問い合わせ ＝手話通訳 ＝要約筆記 ＝FAX＝共通の内容 ＝ネット窓口（電子申請）◎ ☆ ＄ ＃ ♥ Α Β ＊♦ ￡




